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拝啓 

 平素は格別のご高配を賜り、厚く御礼申し上げます。

 先般貴学会会員の先生方よりご連絡いただいております

カフのエアリーク事例につきましてご報告申し上げます。

 

 

１．発生状況

パーカー気管チューブ

酔中にカ

ースが報告

 

２．検証結果

製造元での検証の結果、本件エアリークはパイロットバル

れを調整する一方弁（バルブ）との接続部の接着不良により生じることが判明いたしました。

パイロットバル

が残ってしまい、そこから徐々に空気が漏れていたことが原因であることが確認されました。

空気の漏れる速度が微小であったため、術前のカフチェックではエアリークが認識されず、上述の

状態が発生したものと考えられます。

 

３．今後の対応

製造元での大規模な製品検証の結果、パイロットバル

ク防止に有効であることが確認されましたので、今後ご提供する全てのパーカー気管チューブのパ

イロットバル

 

 

 

 

 

 

 

 

 

またご採用いただいております全ての医療施設に対して、

もに、万が一、上記状態が発生した際にも、適切な処置を実施いただけるよう、本件に関する情報

をご案内いたします。

 

上記をもちまして今回の報告とさせていただきます。
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